























一方，国内に目を向けると，2002 年 (平成 14 年) からの第三者評価事業，2008 年 (平成
20 年) 保育所保育指針の改定，「保育所の質の向上のためのアクションプログラム」の策定，
2010 年 (平成 22 年) の「子ども子育て新システム基本制度案要項」においても保育の質への






























































とは別に，筆者が個人的に記した 2007 年 4 月から 3 月の 1 年分の記録である (以下，保育記
録とする)。保育園の公的記録である保育日誌ではなく，保育記録を対象とするのは以下の理
由からである。勤務していた保育園の保育日誌は週日案型の書式が使用されており (1週間分
で A3 用紙 1枚)，一日の記録は事実の記録を中心にしたものであった。筆者は独自に実践の
記録を残し，自分自身の保育の省察に用いた。なぜなら，筆者は，林 (2009) の実践園におい
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て，その日の保育の省察から翌日の保育につなげてゆくことを日々の厚い記録 (一日につき
























④ 8 つのグループ間の関係を矢印などを用いて示し，図解化した (図 1)。
3．結 果 と 考 察
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た柔軟なプログラムなどを適切に実施してゆくこと，⑤子どもの達成の質 (child-outcome or per-
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